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    第一章


    
      1神かみおよび主しゅイエス・キリストの僕しもべヤコブ、散ちり居をる十二じふにの族やからの平安へいあんを祈いのる。
    


    
      2わが兄弟きゃうだいよ、なんぢら各樣さまざまの試錬こころみに遭あふとき、只管ひたすらこれを歡喜よろこびとせよ。 3そは汝なんぢらの信仰しんかうの驗ためしは、忍耐にんたいを生しゃうずるを知しればなり。 4忍耐にんたいをして全まったき活動はたらきをなさしめよ。これ汝なんぢらが全まったくかつ備そなはりて、缺かくる所ところなからん爲ためなり。
    


    
      5汝なんぢらの中うちもし智慧ちゑの缺かくる者ものあらば、咎とがむることなくまた惜をしむ事ことなく、凡すべての人ひとに與あたふる神かみに求もとむべし、さらば與あたへられん。 6但ただし疑うたがふことなく、信仰しんかうをもて求もとむべし。疑うたがふ者ものは、風かぜに動うごかされて翻ひるがへる海うみの波なみのごときなり。 7かかる人ひとは主しゅより何なに物ものをも受うくと思おもふな。 8斯かかる人ひとは二心ふたごころにして、凡すべてその歩あゆむところの途みち定さだまりなし。
    


    
      9卑ひくき兄弟きゃうだいは、おのが高たかくせられたるを喜よろこべ。 10富とめる者ものは、おのが卑ひくくせられたるを喜よろこべ。そは草くさの花はなのごとく過すぎゆくべければなり。 11日ひ出いで熱あつき風かぜ吹ふきて草くさを枯からせば、花はな落おちてその麗うるはしき姿すがたほろぶ。富とめる者ものもまた斯かくのごとく、その途みちの半なかばにして己おのれまづ消きえ失うせん。
    


    
      12試錬こころみに耐たふる者ものは幸福さいはひなり、之これを善よしとせらるる時ときは、主しゅのおのれを愛あいする者ものに、約束やくそくし給たまひし生命いのちの冠冕かんむりを受うくべければなり。 13人ひと誘いざなはるるとき『神かみわれを誘いざなひたまふ』と言いふな、神かみは惡あくに誘いざなはれ給たまはず、又またみづから人ひとを誘いざなひ給たまふことなし。 14人ひとの誘いざなはるるは己おのれの慾よくに引ひかれて惑まどはさるるなり。 15慾よく孕はらみて罪つみを生うみ、罪つみ成なりて死しを生うむ。 16わが愛あいする兄弟きゃうだいよ、自みづから欺あざむくな。 17凡すべての善よき賜物たまものと凡すべての全まったき賜物たまものとは、上うへより、もろもろの光ひかりの父ちちより降くだるなり。父ちちは變かはることなく、また囘轉くわいてんの影かげもなき者ものなり。 18その造つくり給たまへる物ものの中うちにて我われらを初穗はつほのごとき者ものたらしめんとて、御旨みむねのままに眞理しんりの言ことばをもて、我われらを生うみ給たまへり。
    


    
      19わが愛あいする兄弟きゃうだいよ、汝なんぢらは之これを知しる。されば、おのおの聽きくことを速すみやかにし、語かたることを遲おそくし、怒いかることを遲おそくせよ。 20人ひとの怒いかりは神かみの義ぎを行おこなはざればなり。 21されば凡すべての穢けがれと溢あふるる惡あくとを捨すて、柔和にうわをもて其その植うゑられたる所ところの靈魂たましひを救すくひ得うる言ことばを受うけよ。 22ただ御言みことばを聞きくのみにして、己おのれを欺あざむく者ものとならず、之これを行おこなふ者ものとなれ。 23それ御言みことばを聞きくのみにして之これを行おこなはぬ者ものは、鏡かがみにて己おのが生來うまれつきの顏かほを見みる人ひとに似にたり。 24己おのれをうつし見みて立たち去されば、直ただちにその如何いかなる姿すがたなりしかを忘わする。 25されど全まったき律法おきて、すなはち自由じいうの律法おきてを懇ねんごろに見みて離はなれぬ者ものは、業わざを行おこなふ者ものにして、聞ききて忘わするる者ものにあらず、その行爲おこなひによりて幸福さいはひならん。 26人ひともし自みづから信心しんじんふかき者ものと思おもひて、その舌したに轡くつわを著つけず、己おのが心こころを欺あざむかば、その信心しんじんは空むなしきなり。 27父ちちなる神かみの前まへに潔きよくして穢けがれなき信心しんじんは、孤兒みなしごと寡婦やもめとをその患難なやみの時ときに見舞みまひ、また自みづから守まもりて世よに汚けがされぬ是これなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1わが兄弟きゃうだいよ、榮光えいくわうの主しゅなる我われらの主しゅイエス・キリストに對たいする信仰しんかうを保たもたんには、人ひとを偏かたより視みるな。 2金きんの指輪ゆびわをはめ華美はなやかなる衣ころもを著きたる人ひと、なんぢらの會堂くわいだうに入いりきたり、また粗末そまつなる衣ころもを著きたる貧まづしき者ものいり來きたらんに、 3汝なんぢ等らその華美はなやかなる衣ころもを著きたる人ひとを重おもんじ視みて『なんぢ此この善よき處ところに坐ざせよ』と言いひ、また貧まづしき者ものに『なんぢ彼處かしこに立たつか、又またはわが足下あしもとに坐ざせよ』と言いはば、 4汝なんぢらの中うちにて區別わかちをなし、また惡あしき思おもひをもてる審判さばき人ひととなるに非あらずや。 5わが愛あいする兄弟きゃうだいよ、聽きけ、神かみは世よの貧まづしき者ものを選えらびて信仰しんかうに富とませ、神かみを愛あいする者ものに約束やくそくし給たまひし國くにの世繼よつぎたらしめ給たまひしに非あらずや。 6然しかるに汝なんぢらは貧まづしき者ものを輕かろんじたり、汝なんぢらを虐しへたげ、また裁判所さいばんしょに曳ひくものは、富とめる者ものにあらずや。 7彼かれらは汝なんぢらの上うへに稱となへらるる尊たふとき名なを汚けがすものに非あらずや。 8汝なんぢ等らもし聖書せいしょにある『おのれの如ごとく汝なんぢの隣となりを愛あいすべし』との尊たふとき律法おきてを全まったうせば、その爲なすところ善よし。 9されど若もし人ひとを偏かたより視みれば、これ罪つみを行おこなふなり。律法おきて、なんぢらを犯罪者はんざいしゃと定さだめん。 10人ひと、律法おきて全體ぜんたいを守まもるとも、その一ひとつに躓つまづかば是これすべてを犯をかすなり。 11それ『姦淫かんいんする勿なかれ』と宣のたまひし者もの、また『殺ころす勿なかれ』と宣のたまひたれば、なんぢ姦淫かんいんせずとも、若もし人ひとを殺ころさば律法おきてを破やぶる者ものとなるなり、 12なんぢら自由じいうの律法おきてによりて審さばかれんとする者もののごとく語かたり、かつ行おこなふべし。 13憐憫あはれみを行おこなはぬ者ものは憐憫あはれみなき審判さばきを受うけん、憐憫あはれみは審判さばきにむかひて勝かち誇ほこるなり。
    


    
      14わが兄弟きゃうだいよ、人ひとみづから信仰しんかうありと言いひて、もし行爲おこなひなくば何なにの益えきかあらん、かかる信仰しんかうは彼かれを救すくひ得えんや。 15もし兄弟きゃうだい或あるひは姉妹しまい、裸體はだかにて日用にちようの食物しょくもつに乏ともしからんとき、 16汝なんぢ等らのうち、或ある人ひとこれに『安やすらかにして往ゆけ、温あたたかなれ、飽あくことを得えよ』といひて體からだに無なくてならぬ物ものを與あたへずば、何なにの益えきかあらん。 17斯かくのごとく信仰しんかうもし行爲おこなひなくば、死しにたる者ものなり。 18人ひともまた言いはん『なんぢ信仰しんかうあり、われ行爲おこなひあり、汝なんぢの行爲おこなひなき信仰しんかうを我われに示しめせ、我われわが行爲おこなひによりて信仰しんかうを汝なんぢに示しめさん』と。 19なんぢ神かみは唯一ゆゐいつなりと信しんずるか、かく信しんずるは善よし、惡鬼あくきも亦また信しんじて慄わななけり。 20ああ虚むなしき人ひとよ、なんぢ行爲おこなひなき信仰しんかうの徒然いたづらなるを知しらんと欲ほっするか。 21我われらの父ちちアブラハムはその子こイサクを祭壇さいだんに献ささげしとき、行爲おこなひによりて義ぎとせられたるに非あらずや。 22なんぢ見みるべし、その信仰しんかう、行爲おこなひと共ともにはたらき、行爲おこなひによりて全まったうせられたるを。 23またアブラハム神かみを信しんじ、その信仰しんかうを義ぎと認みとめられたりと云いへる聖書せいしょは成就じゃうじゅし、かつ彼かれは神かみの友ともと稱となへられたり。 24かく人ひとの義ぎとせらるるは、ただ信仰しんかうのみに由よらずして行爲おこなひに由よることは、汝なんぢらの見みる所ところなり。 25また遊女あそびめラハブも使者つかひを受うけ、これを他ほかの途みちより去さらせたるとき、行爲おこなひによりて義ぎとせられたるに非あらずや。 26靈魂たましひなき體からだの死しにたる者ものなるが如ごとく、行爲おこなひなき信仰しんかうも死しにたるものなり。
    

  


  


  
    第三章


    
      1わが兄弟きゃうだいよ、なんぢら多おほく教師けうしとなるな。教師けうしたる我われらの更さらに嚴きびしき審判さばきを受うくることを、汝なんぢら知しればなり。 2我われらは皆みなしばしば躓つまづく者ものなり、人ひともし言ことばに蹉跌つまづきなくば、これ全まったき人ひとにして全身ぜんしんに轡くつわを著つけ得うるなり。 3われら馬うまを己おのれに馴したがはせんために轡くつわをその口くちに置おくときは、その全身ぜんしんを馭まはし得うるなり。 4また船ふねを見みよ、その形かたちは大おほきく、かつ激はげしき風かぜに追おはるるとも、最いと小ちひさき舵かぢにて舵人かぢとりの欲ほっするままに運まはすなり。 5斯かくのごとく舌したもまた小ちひさきものなれど、その誇ほこるところ大おほいなり。視みよ、いかに小ちひさき火ひの、いかに大おほいなる林はやしを燃もやすかを。 6舌したは火ひなり、不義ふぎの世界せかいなり、舌したは我われらの肢體したいの中うちにて、全身ぜんしんを汚けがし、また地獄じごくより燃もえ出いでて一生いっしゃうの車輪しゃりんを燃もやすものなり。 7獸けもの・鳥とり・匍はふもの・海うみにあるもの等など、さまざまの種類しゅるゐみな制せいせらる、既すでに人ひとに制せいせられたり。 8されど誰たれも舌したを制せいすること能あたはず、舌したは動うごきて止やまぬ惡あくにして死しの毒どくの滿みつるものなり。 9われら之これをもて主しゅたる父ちちを讃ほめ、また之これをもて神かみに象かたどりて造つくられたる人ひとを詛のろふ。 10讃美さんびと呪詛のろひと同おなじ口くちより出いづ。わが兄弟きゃうだいよ、かかる事ことはあるべきにあらず。 11泉いづみは同おなじ穴あなより甘あまき水みづと苦にがき水みづとを出いださんや。 12わが兄弟きゃうだいよ、無花果いちぢくの樹きオリブの實みを結むすび、葡萄ぶだうの樹き、無花果いちぢくの實みを結むすぶことを得えんや。斯かくのごとく鹽しほ水みづは甘あまき水みづを出いだすこと能あたはず。
    


    
      13汝なんぢ等らのうち智かしこくして慧さとき者ものは誰たれなるか、その人ひとは善よき行状ぎゃうじゃうにより柔和にうわなる智慧ちゑをもて行爲おこなひを顯あらはすべし。 14されど汝なんぢ等らもし心こころのうちに苦にがき妬ねたみと黨派心たうはしんとを懷いだかば、誇ほこるな、眞理しんりに悖もとりて僞いつはるな。 15かかる智慧ちゑは上うへより下くだるにあらず、地ちに屬ぞくし、情じゃう慾よくに屬ぞくし、惡鬼あくきに屬ぞくするものなり。 16妬ねたみと黨派心たうはしんとある所ところには亂みだれと各樣さまざまの惡あしき業わざとあればなり。 17されど上うへよりの智慧ちゑは第一だいいちに潔いさぎよく、次つぎに平和へいわ・寛容くわんよう・温順おんじゅんまた憐憫あはれみと善よき果みとに滿みち、人ひとを偏かたより視みず、虚僞いつはりなきものなり。 18義ぎの果みは平和へいわをおこなふ者ものの平和へいわをもて播まくに因よるなり。
    

  


  


  
    第四章


    
      1汝なんぢ等らのうちの戰爭いくさは何處いづこよりか、分爭あらそひは何處いづこよりか、汝なんぢらの肢體したいのうちに戰たたかふ慾よくより來きたるにあらずや。 2汝なんぢら貪むさぼれども得えず、殺ころすことをなし、妬ねたむことを爲すれども得うること能あたはず、汝なんぢらは爭あらそひまた戰いくさす。汝なんぢらの得えざるは求もとめざるに因よりてなり。 3汝なんぢら求もとめてなほ受うけざるは慾よくのために費つひやさんとて妄みだりに求もとむるが故ゆゑなり。 4姦淫かんいんをおこなふ者ものよ、世よの友ともとなるは、神かみに敵てきするなるを知しらぬか、誰たれにても世よの友ともとならんと欲ほっする者ものは、己おのれを神かみの敵てきとするなり。 5聖書せいしょに『神かみは我われらの衷うちに住すませ給たまひし靈れいを、妬ねたむほどに慕したひたまふ』と云いへるを虚むなしきことと汝なんぢら思おもふか。 6神かみは更さらに大おほいなる恩惠めぐみを賜たまふ。されば言いふ『神かみは高たかぶる者ものを拒ふせぎ、へりくだる者ものに恩惠めぐみを與あたへ給たまふ』と。 7この故ゆゑに汝なんぢら神かみに服したがへ、惡魔あくまに立たち向むかへ、さらば彼かれなんぢらを逃にげ去さらん。 8神かみに近ちかづけ、さらば神かみなんぢらに近ちかづき給たまはん。罪人つみびとよ、手てを淨きよめよ、二心ふたごころの者ものよ、心こころを潔いさぎよくせよ。 9なんぢら惱なやめ、悲かなしめ、泣なけ、なんぢらの笑わらひを悲歎かなしみに、なんぢらの歡喜よろこびを憂うれひに易かへよ。 10主しゅの前まへに己おのれを卑ひくうせよ、然さらば主しゅなんぢらを高たかうし給たまはん。
    


    
      11兄弟きゃうだいよ、互たがひに謗そしるな。兄弟きゃうだいを謗そしる者もの、兄弟きゃうだいを審さばく者ものは、これ律法おきてを誹そしり、律法おきてを審さばくなり。汝なんぢもし律法おきてを審さばかば、律法おきてをおこなふ者ものにあらずして審判さばき人ひとなり。 12立法者りっぽふしゃまた審判者さばきびとは唯ただ一人ひとりにして、救すくふことをも滅ほろぼすことをも爲なし得うるなり。なんぢ誰たれなれば隣となりを審さばくか。
    


    
      13聽きけ『われら今日けふもしくは明日あすそれがしの町まちに往ゆきて、一年ひととせの間あひだかしこに留とどまり、賣買うりかひして利りを得えん』と言いふ者ものよ、 14汝なんぢらは明日あすのことを知しらず、汝なんぢらの生命いのちは何なにぞ、暫しばらく現あらはれて遂つひに消きゆる霧きりなり。 15汝なんぢ等らその言いふところに易かへて『主しゅの御意みこころならば、我われら活いきて此このこと、或あるひは彼かのことを爲なさん』と言いふべきなり。 16されど今いまなんぢらは高たかぶりて誇ほこる、斯かくのごとき誇ほこりはみな惡あしきなり。 17人ひと善ぜんを行おこなふことを知しりて、之これを行おこなはぬは罪つみなり。
    

  


  


  
    第五章


    
      1聽きけ、富とめる者ものよ、なんぢらの上うへに來きたらんとする艱難なやみのために泣なきさけべ。 2汝なんぢらの財たからは朽くち、汝なんぢらの衣ころもは蠧むしばみ、 3汝なんぢらの金きん銀ぎんは錆さびたり。この錆さびなんぢらに對むかひて證あかしをなし、かつ火ひのごとく汝なんぢらの肉にくを蝕くはん。汝なんぢ等らこの末すゑの世よに在ありてなほ財たからを蓄たくはへたり。 4視みよ、汝なんぢ等らがその畑はたを刈かり入いれたる勞動人はたらきびとに拂はらはざりし値あたひは叫さけび、その刈かりし者ものの呼聲よびごゑは萬軍ばんぐんの主しゅの耳みみに入いれり。 5汝なんぢらは地ちにて奢おごり樂たのしみ、屠ほふらるる日ひに在ありて尚なほおのが心こころを飽あかせり。 6汝なんぢらは正ただしき者ものを罪つみに定さだめ、且かつこれを殺ころせり、彼かれは汝なんぢらに抵抗ていかうすることなし。
    


    
      7兄弟きゃうだいよ、主しゅの來きたり給たまふまで耐たへ忍しのべ。視みよ、農夫のうふは地ちの貴たふとき實みを、前まへと後あととの雨あめを得うるまで耐たへ忍しのびて待まつなり。 8汝なんぢらも耐たへ忍しのべ、なんぢらの心こころを堅かたうせよ。主しゅの來きたり給たまふこと近ちかづきたればなり。 9兄弟きゃうだいよ、互たがひに怨言うらみごとをいふな、恐おそらくは審さばかれん。視みよ、審判さばき主ぬし、門もんの前まへに立たちたまふ。 10兄弟きゃうだいよ、主しゅの名なによりて語かたりし預言者よげんしゃたちを苦難くるしみと耐忍しのびとの模範もはんとせよ。 11視みよ、我われらは忍しのぶ者ものを幸福さいはひなりと思おもふ。なんぢらヨブの忍耐にんたいを聞きけり、主しゅの彼かれに成なし給たまひし果みを見みたり、即すなはち主しゅは慈悲じひふかく、かつ憐憫あはれみあるものなり。
    


    
      12わが兄弟きゃうだいよ、何事なにごとよりも先まづ誓ちかふな、或あるひは天てん、あるひは地ち、あるひは其その他ほかのものを指さして誓ちかふな。只ただなんぢら然しかりは然しかり否いなは否いなとせよ、罪つみに定さだめらるる事ことなからん爲ためなり。
    


    
      13汝なんぢ等らのうち苦くるしむ者ものあるか、その人ひと、祈いのりせよ。喜よろこぶ者ものあるか、その人ひと、讃美さんびせよ。 14汝なんぢ等らのうち病やめる者ものあるか、その人ひと、教會けうくわいの長老ちゃうらうたちを招まねけ。彼かれらは主しゅの名なにより其その人ひとに油あぶらをぬりて祈いのるべし。 15さらば信仰しんかうの祈いのりは病やめる者ものを救すくはん、主しゅかれを起おこし給たまはん、もし罪つみを犯をかしし事ことあらば赦ゆるされん。 16この故ゆゑに互たがひに罪つみを言いひ表あらはし、かつ癒いやされんために相あひ互たがひに祈いのれ、正ただしき人ひとの祈いのりははたらきて大おほいなる力ちからあり。 17エリヤは我われらと同おなじ情じゃうをもてる人ひとなるに、雨あめ降ふらざることを切せつに祈いのりしかば、三年さんねん六个月ろくかげつのあひだ地ちに雨あめ降ふらざりき。 18かくて再ふたたび祈いのりたれば、天てん雨あめを降ふらし、地ちその果みを生しゃうぜり。
    


    
      19わが兄弟きゃうだいよ、汝なんぢ等らのうち眞理しんりより迷まよふ者ものあらんに、誰たれか之これを引囘ひきかへさば、 20その人ひとは知しれ、罪人つみびとをその迷まよへる道みちより引囘ひきかへす者ものは、かれの靈魂たましひを死しより救すくひ、多おほくの罪つみを掩おほふことを。
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